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23

再
生
わ
す
か

8
%

の
精
製
、
不
純
物
の
除
去

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
現

在
、
使
用
し
た
溶
媒
は
、

そ
の
大
半
が
焼
却
さ
れ
二

酸
化
炭
素

(
C
0
2
)

と

生

産

プ

ロ

セ

ス

全

体

を

生

産

の

機

能

性

化

学

品

の

フ

サ

イ

ク

ル

ア

セ

ス

メ

ン

し

て

排

出

さ

れ

て

い

る

。

考

慮

し

た

溶

媒

の

選

択

生

産

に

お

い

て

は

ほ

と

ん

卜

(
L
C
A
)
と
経
済
性

日
本
溶
剤
リ
サ
イ
ク
ル
エ
こ
れ
ま
で
の
溶
媒
選
択
は
、
生
産
謳
が
多
い
基
礎
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
評
価
を
統
合
し
た
プ
ロ
セ

雙
＝
に
よ
る
と
、
溶
媒
の
で
は
、
合
成
反
応
の
収
率
化
学
品
の
生
産
で
は
進
ん
産
業
技
術
総
合
研
究
所
ス
計
算
に
基
つ
く
化
学
プ

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
新
液
の
や
抽
出
効
率
が
最
も
良
い
で
い
る
が
、
少
鼠
多
品
種
（
産
総
研
）
で
は
、
ラ
イ
ロ
セ
ス
の
設
計
・
評
価
方

供
給
墨
に
対
し
て
8
％

ほ

溶

媒

が

選

ば

れ

て

き

た

。

法

の

開

発

を

進

め

て

い

ど

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

反

応

収

率

や

抽

る

。

こ

の

方

法

で

は

生

産

こ

れ

は

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

出

効

率

が

最

良

で

も

、

用

プ

ロ

セ

ス

全

体

で

C
0
2

ク

の

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

い

た

混

合

溶

媒

の

組

み

合

排

出

量

と

生

産

コ

ス

ト

の

ク

ル

よ

り

も

少

な

い

。

今

わ

せ

が

分

離

し

づ

ら

い

場

両

方

を

最

小

化

す

る

条

件

後
、
炭
素
税
に
よ
り
C
o
合

に

は

、

溶

媒

の

分

離

．

の

特

定

を

目

指

し

て

い

2
排

出

が

コ

ス

ト

と

し

て

精

製

に

多

く

の

エ

ネ

ル

ギ

る

。

溶
媒
は
化
学
品
生
産
や
上
乗
せ
さ
れ
る
と
、
現
行
ー
が
必
要
と
な
り
、
溶
媒

半
導
体
製
造
、
塗
料
、
印
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
は
立
の
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
含
め

刷
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
ち
行
か
な
く
な
る
た
め
、
た
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
で

で
多
量
に
用
い
ら
れ
て
い
溶
媒
循
環
へ
の
移
行
が
必
は
最
適
で
な
い
こ
と
が
あ

る
。
溶
媒
の
用
途
は
多
岐
要
と
な
る
。
る
。

に
わ
た
り
、
目
的
の
物
質

を
溶
か
す
こ
と
で
反
応
や

分
離
の
促
進
、
目
的
物
質

技 術で
末

溶
媒
I
J
ザ
イ
ク
ー
ル

溶媒選択から進める循環型のものづくり
使用厨た溶媒

生産 CO2 再生

リぷサ4クル溶媒

⑲ 
ー産給．l/1の挑戦一

最
小
の
コ
ス
ト
で

工
程
全
体
の
評
価
法
開
発

9,  

.......................................................................... 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
そ
こ
で
、
開
発
し
て
い
る

ル
を
構
築
し
て
、
最
適
な
評
価
方
法
の
利
便
性
と
汎

溶
媒
を
特
定
で
き
る
方
法
用
性
を
高
め
た
簡
易
ツ
ー

機
能
性
化
学
品
の
開
発
を
開
発
し
て
い
る
。
ル
の
作
成
に
も
取
り
組
ん

に
こ
の
方
法
を
展
開
し
、
プ
ロ
セ
ス
計
算
に
基
づ
で
い
る
。
本
研
究
の
推
進

目
的
化
学
品
の
反
応
収
率
く
溶
媒
選
択
は
、
実
験
に
に
よ
り
、
溶
媒
循
環
の
視

だ
け
で
な
く
、
抽
出
効
率
よ
る
溶
媒
候
補
の
絞
り
込
点
か
ら
持
続
可
能
な
も
の

や
使
用
し
た
溶
媒
の
リ
サ
み
が
行
わ
れ
る
前
に
適
用
づ
く
り
を
目
指
す
。

イ
ク
ル
ま
で
を
考
慮
し
た
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
（
木
曜
日
に
掲
載
）

選
択
段
階
で
適
用
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